
背景
⽣体の恒常性は、多くの調節機能によって実現されています。このおかげで、
摂動やストレス要因、または⽋陥があっても⼼臓⾎管系は正常に機能します。
しかし⼼機能の異常など、正常範囲の限界を超えるとこの調節機能が破綻し、
⼼臓⾎管系全体の機能不全に陥ります。

成果の概要
⼼臓⾎管系全体の恒常性を維持する調節機能のモデリングとシミュレーション
に取り組んでいます。これにより、単に⾎⾏動態を制御するだけなく、⾃⼰調
節機能や代謝機能の破綻の回避にも配慮した、⾃律的な治療システムを研究開
発しています。

技術のポイント
未然に薬物治療の限界を予測することで、循環補助装置を追加する判断の意思決定を補助

⼼筋の酸素需要と供給のバランスを最適化する治療を⾏うことで、虚⾎や梗塞がある⼼臓への負担を軽減

複数の種類の薬剤の中で、治療に必要な組合せと投与量を個別最適化し、同時投与による⾎⾏動態の状態を制御
（例︓強⼼薬、⾎管拡張薬、利尿薬など）

この研究がもたらす未来
健康格差問題を是正します。例えば、限られた医療施設しかない遠隔地でも、⾼度な治療を提供することが可能となり
ます。
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